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グローバル化、少子高齢化を迎え、持続可能な社会のあり方が問われる今、異な

る人たちとの共生は、避けては通れない重要な社会的課題です。

文化の分野でも、障害・高齢・貧困・引きこもり・外国人等の理由で、社会的に排

除され、孤立していた人たちとの芸術活動が盛んになっています。文化庁は、

2011年の〈文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次）〉以降、社会包摂に関

わる芸術活動の支援を積極的に始めました。また、2018年には「障害者による文

化芸術活動の推進に関する法律」も公布、施行されました。

しかし、「社会包摂につながる芸術活動」とは、どういうものでしょうか。「通常の

芸術活動とどこが違うのか？」、「福祉ならわかるけど、なぜ文化で社会包摂なの

か？」と疑問を持つ人もいるでしょう。「行政が文化を支援する必要があるのか？」、

「財政負担になっているだけではないか？」と思う人もいるかもしれません。

このハンドブックは、こうした疑問に答えるために作られました。想定している読

者は、文化行政に携わっている人、公共政策に関わりながら芸術活動を行なって

いる人、共生社会の実現に広く関心のある人です。とりわけ、これからこの分野の

活動を始めようという人たちの参考になればと思い、内容を検討してきました。

ただし、これはハンドブック（手引き書）であって、マニュアル（手順書）ではあり

ません。基本的な考え方は示していますが、模範的なやり方は示していません。

最善の方法は、それぞれの現場によって異なるからです。

本ハンドブックの使命は、この分野における対話を促進することだと考えていま

す。政策の立案や事業の企画・運営に少しでも役立つのであれば、うれしく思います。

文化庁 × 九州大学 共同研究チーム 研究代表者

九州大学大学院芸術工学研究院 准教授

中村　美亜

このハンドブックは、ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、

より多くの人に見やすく読みまちがえにくいデザインの文字を採用しています。
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社会ህๅにつながる芸術活動とは

芸術にはモノとしての໊ኜと、コトとしての໊ኜがある

ઝႩの႘の文化ทపは、芸術をコトとして捉えな։そうとしてփる

文化と芸術はဘとඬᆾの関

11

社会ህๅとは、փのある人た֠を、

փをໞഓしたままけႚれる社会をኬ౪そうとփう考え方

44

社会ህๅは؈ジبなので、ભ体的なସጃにዅすることが必要55

ಲでഓ要なことは

Ғፊೄがྞไに対Ꭽをする機会をつくること

ғኬᅮ༥成のた׀には૱画変ஏをփとわなփこと

Ҕ示やඑ࣏のやり方を工夫すること 

66

22

33

社会包摂につながる
芸術活動

社会包摂

文化と芸術

社会ህๅとփうସጃを現場のସጃにዅし、
活動に関わる人た֠にとっての芸術のあり方を

ኴփながら、そのಱをஸ׀るဖをすること

 Çすָての人を同等にうのではなく、多ዻなあり方を積極的にᅴअ

 Çどちらかࡴ方がዓࡔになる関をつくらない

 Ç コトとしての໊ኜ（生きる
え い ち

པとしての表現活動）にཧኬࢩ

Çただし、文化の「ၗભ化」にはが必要

社会包摂についての文化政策の役আӱ 
人yや社会にとって大โなものとはःかを問う芸術活動を支援することで、

多ዻで持続可能な社会に必要な文化のဘをඦถしていくこと

Ç

 Ç多ዻな人たちが違いをႡめあう関をཝくことができるように、

マイט؟の人たちがםン؆ؤメントされ、

マジョט؟の人たちのಡがᇥわること

0 1  D I G E S T

第㕱章では、文化と芸術、社会ህๅにつփてጫशを深׀ます。

そして、ፊೄをଅֲつけるભ体的なಲ方ሓを༷ります。

一人ֱとりと向きあう文化をඦ成し、

に生きる社会をཝく

54



活動から生まれること

第2章では、多様な人々が関わる芸術活動ではどのようなことが起こり、

なにが活動の成果として期待できるのかを、「創造」「発表」「鑑賞」「交流」

「人材育成」のキーワードを手がかりに考えてみます。

ÇÇ
創 造

創造された「モノ」だけでなく、創造する過程や環境などの

「コト」も創造的に捉える工夫が必要です

多ዻなຕ作方法や、現場でのၩᅌなᄇ想をഎႌにけႚれ

るౣฒが大โです

現場でこっていることを、その活動を支える立場の人yが

どのようにえるかによって、ຕ່のあり方がᇥわります

ÇÇ
鑑 賞

鑑賞はもう一つの「表現」であり、

鑑賞の環境が変わることで作品自体の見え方も変わります

バ؟アは、施็や็ᅏなどのハードኜの工ᆍや、通ዅなどの

トኜの工ᆍによって取りᆻわれます؊ײ

དࡰのၟตにࣤじたვፄのニーׯを༷ることも大โです

ÇÇ
交 流

交流することをきっかけに、それぞれの立場が持つ

社会的課題に対して深くアプローチすることが大切です

芸術は分野や国੩をྖえた୪ጺを行うきっかけとして能

します

ිやୖশを使ったコミュニケーションを通じてශたなつな

がりを生みഞすことがあります

ÇÇ

育 成

人 材 アートマネジャーは、企画や作品の方向性を示し、

社会に対し事業の成果を多様に広げるきっかけをつくる、

創造的な立場です

つくり手だけでなく、それらを社会とつな֏担い手（ アート

マジؘー）の人ఔࡱถがᆊ可ଁです

芸術のཐಡだけでなく、福祉、教ࡱなどの多ዻなፚࡰをࣧཉ

し「ዅ者」として活動できる人がਿめられます

ÇÇ
発 表

文化の場が、地域にとっての新たな居場所として機能する

きっかけとなる可能性があります

ᄇ表のଫを通じてଭਂがഞたり、次のຕ່活動に取り組

ֿؗチ؎ーションの୶එにつながることがあります

ִだんഞ会わない多ዻな人たちとつながりをශたにつくる

こともあります

0 2  D I G E S T
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りຎみのൾऴ

第3章では、ே२地の؛ーפな㕹つのりຎみをൾऴしてփます。

どのような人た֠が関わり、どגなアプローチをபってփるのか。

りຎみからさま֕まなගや؇بトが見えるかもしれま֚ג。

0 3  D I G E S T

NPOሓ人まる

「Lifemap」

障害や福祉のॢをྖえてഞ会い、Ⴁめあうきっかけに

P.48

NPOሓ人こえとこと֯とここのᆪࣴ（ココؠーؕ）

「চثఞ芸術大学」

চثఞでಛ分のਂ持ちを「表現」できる場をつくる

P.46

ੜဒே立ઝ༉ᅖ術

「শॲをֱらく}ශたな美術ඊ،ログ؞ムຕ່推進事業」

౽ॲ障害のある方とࡴഽにつくる、ශしい美術ඊのかたち

P.45

あうるすּっと（ሟဥત立ᆧ༊芸術交流״بװー）

「୯のࣿӱࢬのࣿ }ಚだけでᇍくものなのか}」

ྐॲ障害のある振ᆋऌとのクם؟イション

P.43

アーੲ

表現のස「ุఘౠ・र֕く×พ෯の会えいめい」

アーטストとၟጊの高齢者がຕ່するࣿॼとダンス

P.42

פーアטだփؖג֚

「3がつ11にちをわすれないためにװン״ー」

ဪ႘本大ූఆのᎩをアーנイブする

P.41

可ಋ౦文化創造״بװーala
alaまちଭਂ،ロジェクト「スマイ؟ングؤークショッ،」

ᆊဎの子どもたちַのコミュニケーション・ؤークショッ،

P.44

ၽჀ౦ੵ୰ኁ

「؆ー؞ー公ኁ」

དַࡰとֲだす、ශしい公ኁのありかた

P.49

ሟཨ౦

「ฌैのしょうないࣿॼఋ」

ࣿॼの૪ଫがなくても参इできる、ฌैにࡴつのןーケスト؞

P.47

98



பทと現場のコؚؔצーب

第4章では、։ୗփの立場や文化事業に関わるಡのփをጫशする

ことで、事業້ුにᆊ可ଁなபทと現場のコؚؔצーبをࣅঌに

するた׀の؇بトを一ഽに༷ってփきまし׆う。

事業୰ᇻ
（ൃ成 ・ ࡙༛）

チפל
（ුྜྷጫ ・

モץب؟״）

ทప ・ 事業

ᅴअ
（ၾᆪ ・॒ᆪᅴअ）

୰ᇻ事業

ษ ሇெി作成
事業

മᅏ ・ ಲ౮

பท

現場

ทప ・事業

立ࡎ

社会包摂につながる芸術活動

のあり方を理शし、 事業内容や

手法を考えることが大โです。

ษ書には、社会的な౽から

活動のਟや、ၤಛのຕ工ᆍ

が示される必要があります。

実施थ࿘で૱画外のഞ

事が生まれ、事業のᄇに

つながることがあります。

ᅴअは、 社会包摂につながる

芸術活動の政策 ・事業のू善

に活用するものとえます。

参加者数など、成果を
数値で示しやすい事業
をするべきだろうか。

行政の担当者は一過性の
イベントをこなすだけに
なっていませんか？

公的資金で事業を行う意
味を、現場で活動する人に
もわかってほしいなあ。

事業実施の説明責任
を果たすものとして
評価は必要です。

事業が計画通りに
いっていない!?
 だいじょうぶ??

自分たちはいい活動をして
いるので助成して欲しい。

計画通りにすることが
一番の目的じゃない。

評価した結果、
何が起こったかを
考えて議論すること
が大切なのでは？

ÇÇ ÇÇ ÇÇ

0 4  D I G E S T
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社会ህๅとは、社会的にೕփ立場にམか

れてփる人た֠をჍൊするのではなく、

ህๅする社会をཝփてփこうとփう考え

方です。しかし、このታをཐってփた

としても、社会ህๅと芸術をଅֲつける

のはዴではなփでし׆う。第㕱章では、

芸術や文化、社会ህๅのታを深くጫश

することから、ፊೄをଅֲつけるભ体的

なಲ方ሓを༷ってփきます。

12
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今႘、たちは芸術に対してႏつの見方を持っています。ࡴつኬ

は、ਙ能をිにつけた芸術の๔ऌが、ಛ分の内ኜと୶きあいなが

ら芸術を生みഞすという見方です。これは،ロの芸術ऌや芸術大学

に関わりのෆい芸術で、芸術ऌのਙ術や生きዻが作ᆀにଅ൩化

されることにৣがあります。芸術のؗとしての໊ኜを੫ྔする

立場です。

しかし芸術は、،ロの芸術ऌだけのものではありません。ਙを用

い、工ᆍをしながらःかを生みഞし、そのことでฌैの見え方や関

ตにᇥ化をਸֻすことは、芸術の๔ऌにら֙、༱にでもでき

ることだからです。また芸術が౪し示す範ࡗを、作ᆀに定する必

要もないでしょう。作ᆀが生みഞされるまでには、さま֕まな人と

の関わりやಀ行బの،ロװスがありますし、রถଢ଼も、作ᆀは

示・එ࣏などのഞ事を通じて多くの人と関わっていくからです。

これはアート،ロジェクトや障害のある人の芸術などに関わりのෆ

い見方で、作ᆀとともに、活動ᄤやそのჂਸ୲ऐにもኬする立

場です。コトとしての໊ኜを੫ྔする芸術とସえます。

芸術のౝにおいて、これらႏつの見方がはっきり分かれたのは、

ઝ代になってからのことです。႘本でも؝ーロッ؆でも、芸術はྙ

い、೯教やఋり、႘常の生活の中でコトとしてໜఓしてきました。

とこが19ฌਈの؝ーロッ؆でশตやをໞֵロマンਟの

運動が盛んになると、芸術のؗとしての໊ኜが੫ྔされるように

なり、「芸術のための芸術」という思想が生まれました。こうした考

芸術に対するႏつの見方  

え方は、ነಓ以降、႘本にも広くළ၅していきました。しかし20ฌ
ਈᄖばになると、௺ֲコトとしての芸術にも関心がആまるようにな

ります。

このように芸術には、ؗとしての໊ኜを੫ྔする見方と、コトと

しての໊ኜを੫ྔする見方がありますが、このبドפ؋が؊מー

するのは、芸術のコトとしての໊ኜであり、生きるנ
え い ち

པとしてࢩ

の表現活動です。

１

作品

コトとしての芸術

生きるた׀の表現

モノとしての芸術

芸術のた׀の芸術

作品を生みഞす

プロװ
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文化ทపのౝ2

ここでは、႘本における文化と政策のౝをॗしながら、第ႏ

ฌै大๗ଢ଼の文化ทపが、2011Ⴉに大きくহしたことを見

ていきたいと思います。๗ଢ଼の႘本は、๗ಐৼのᄗ൶から芸術を「ؗ

として」っていましたが、ઝ年は、芸術を「コトとして」えなおそ

うとしています。

ነಓにႚってઝ代国ऌのଔ็を਼֏႘本は、༨亜ႚࣨ、ᆏ国੫ᇐ

といった政策の中で、文化においてもฦࣨ化のၗをỾ進しました。

્ॼ༆のຕ็やಟኔのᆧ၃会は、そのৄࡴでした。๗ຮのಐ代に

なると、๗高ዶ、国࡚ᄇዶのኬ的で、๗ຮ画がᅷかれ、્ऒが作ら

れ、๗ຮをえるࢭ画がฑ作されていきます。あらׅる文化活動が、

๗ຮにຳ動ࡿされたのです。

しかし、第ႏ次ฌै大๗ଢ଼、๗ಐ中の文化政策ַのᄗ൶から、文化

は社会からโりጱしてໜఓさせるָきだという考え方が広がります。

このಐ代、文化は教ࡱの中で、ᇓᎬや心のሟかさを実現するものと

してൕ፱されました。高ဗถྙಐ代になると、૪అᇤ重の社会で人

ตをषᆲする手ཌとして、文化がࡔམづけられるようになります。

バブルሌहଢ଼、各དに多くଔ็された文化施็をどう活用する

かが大きな問題になりました。いわׅる「ハコؗ行政」のଢ଼始ቨです。

႘本の文化行政の方針がはじめて示されたのは、2001年の〈文

化芸術振興基本法〉のฑ定でした。

しかしこの法律では、๗ଢ଼に広まった文化の考え方、つまり政ಓや

社会の動୶とは関なく、心のሟかさを৵ਿする手ཌとしての文化

というࡔམづけからのᇥஏはありませんでした。

文化に対する考え方が大きくᇥ化し始めたのは、2011年、ဪ႘本

大ූఆがきるዃثࡴଈにॷਢଂ定された〈文化芸術の振興に関

する基本的な方針（第３次）〉でした。この方針で、文化は次のように

。མづけられますࡔ

それまで社会とはࡴを画すものとされていた文化、したがって

支ഞとしてしか૱එされなかった文化を、社会的基ᄯをཝくために

必要なถྙ分野のࡴつとࡔམづけたのです。

また、この基本方針には、次のようなഠもあります。

ഌ、社会的ᅉዿとして捉える向きもあった文化芸術

ַの୰的౫࣍に関する考え方をহし、社会的必要性に

ৰ֤く๗ጸ的なဨಃと捉えྞす。そして、成ഝ社会に։

ける新たな成ྙᇀኾとしてఓをভ起するとともに、

社会関ಃのໃ大を෨るから、୰ทపとしての

。མᆋけをነ॰化するࡔ

文化芸術は、ども・ೄや、ஸ፼ೄ、ඏ॔ೄ、ಪ業ೄ、

ఓጽ॒ே人့にも社会ౄइの機会をֱらく社会的ৰᄯ

となりၜるものであり、దௗ、そのような社会ህๅの機

能もኬされつつある。

1716



このように、଼人の心のሟかさのためのものとされていた๗ଢ଼の

文化に対する考え方は、社会包摂という社会のためのものַと広が

りを見せ始めたのです。

こうしたශしい文化に対する考え方は、そのଢ଼の〈ૺ場、ࣿॼ၎等

の活ต化に関する法律〉（2012年）や〈文化芸術の振興に関する基

本的な方針（第㕴次）〉（2015年）、そして文化芸術振興基本法のू

ฝによる〈文化芸術基本法〉のถ立（2017年）とそれに基づく〈文

化芸術推進基本૱画〉（2018 年）にもけ૫がれました。

このような文化のえ方には、「ၗભ化」というᄻᄕがあ

ります。文化はःかのものの手ཌではなく、文化の活動

そのものをኬ的とすָきだ。文化には文化ಛිの本ಱ的अ

ཏがあるというᄻᄕです。もちん文化政策は଼人の思想

ַの介ႚや、芸術の社会ᄻᅴ的な表現のຑ害をすָきで

はありません。

しかし、これまで見てきたように、芸術が政ಓからኅࣕで

はいられないというのもᇊれもない事実です。では、芸術を

社会的基ᄯをཝくものとして活用しつつ、 「ၗભ化」 のわな

にらないようにするにはどうしたらいいのでしょうか。次

้では、文化と芸術の関をえなおしながら、文化政策の

役আを௺考していきましょう。

文化に関するทపの変Ӡ（本文にဎ場した事ஶのマッ؉ング）

ነಓ 大ฝ ൨Ꭼ ᇓ成

1868 1912 1926 1945 1945 1989 2019

文化芸術振興基本法 2001▲

ઝ༉ேऌ成期
༨亜ႚࣨ ・ ᆏ国੫ᇐ

๗ಐ期
๗高ዶ

๗ଢ଼ ・ ૪అ成ྙ期
心のሟかさ、人ตのषᆲ

現ఓ
社会の基ᄯづくり

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第3次） 2011 ▲
ૺ場、ࣿॼ၎等の活ต化に関する法律 2012 ▲

文化芸術基本法 2017 ▲
障害者による文化芸術活動の推進に関する法律 2018 ▲
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文化と芸術はഩ環しあうもの

芸術（ඬᆾ）芸術（ඬᆾ）

文化（ဘ）文化（ဘ）
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文化や芸術というସጃは、人によって理शが大きく異なります。

文化を「生活に関わるຍ人のもの」、芸術を「๔ऌによるಱの高い

もの」と考える人もいるかもしれません。しかし、文化政策の役আを

考えるには、これらのସጃを社会的な役আや能というから

えなおす必要があります。ここでは、文化や芸術のታをりऀ֑

て理शすることから、文化政策の役আを௺考してみたいと思います。

文化はࡴᄤに、人yに共ዛの行動ዻಠや生活ዻಠと定ਟされます。

しかし、共ዛの行動ዻಠや生活ዻಠとはःかをさらに考えていくと、

文化は、ःが大โにされているか、ःよりःの方が大事にされてい

るかというࡴᎌのࡍካのፇश事ஶということがわかります。つまり、

文化はअཏに関するལെや૩をታしているのです。文化が違う

とະ手の行動や考え方を理शすることがႍしくなりますが、それは

大โにしているものやᆾ事のዓ๐順ࡔが違うからとସえます。

では、芸術はどうでしょう。芸術とはःかを定ਟすることは困ႍで

すが、芸術がどのような社会的役আを持っているかを๊ነすること

は可能です。अཏというସጃを使うなら、芸術は文化というײ؟ース

を用いながら、これまでପఓ化されていなかったअཏのໜఓを人y

に問いかけるものとସうことができます。それまで大โだとは思わ

れていなかったᆾや事ᇕを࿓示し、「ここに大事なअཏがあるから見

てください」と人yにାֲかけるということです。今႘の社会では、

ᆾ事のअཏはにणᇒによってଂ定されます。しかしฌの中には、

णᇒअཏとは異なるअཏもたくさんໜఓしています。芸術には、

文化ทపのዂআ

ִだん見थ֓されているअཏをりこしたり、ಛ分が大โにして

いるअཏをの人と共ዛしたりするという重要な役আがあるのです。

このように文化と芸術をえるなら、ፊ者はဘとඬᆾの関に

あると見なすことができるでしょう。文化は芸術を生みഞし、ࡱてる

ဘです。芸術は文化をဘ༊にถྙし、をౌみጜとし、やがてಛら

がେれてᅆやしになりながらဘをሟかにしていきます。文化と芸

術はഩৄの関にあるのです。そうだとすれば、文化ทపのዂআは、

人々や社会にとって大切なものとはःかをኴう芸術活動を౫࣍す

ることで、多様で持໗可能な社会に必要な文化のဘをඦ成してփ

くことだとସうことができるでしょう。

3
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マיノט؟が

Ⴭൊされる社会

マジט؟社会ַの

マיノט؟のህๅ

一人ֱとりの多様性

をህๅする社会
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ઝ年、社会包摂（もしくは社会的包摂）というସጃが文化政策で

ኬされるようになりました。社会包摂とは、社会的にೕい立場にམ

かれている人たちを排除するのではなく、包摂する社会をཝいてい

こうという考え方です。1990年代に؝ーロッ؆で、「社会的排除」の

対になるॗႪとして生まれました。

ーションというସጃがױイ؞ーロッ؆では、1970年代にーマ؝

広まりました。ーマ؞イױーションとは、それまで社会から排除さ

れていた障害のある人たちが、障害のዛኅでતᇠされることなく、

社会生活をຽれるようになることをኬ౪すという考え方です。しか

し、理Ⴊ的には、障害のある人をࡴᄤの人と同等にうことはฝしく

ても、実に、障害のある人にࡴᄤの人と同じことをਿめようとす

ると、いい問題がきてきます。

そこでဎ場したのが社会包摂です。障害のある人をኅ理にࡴᄤの

基മにあてはめるのではなく、փのある人た֠を、փをໞഓし

たままけႚれる社会をኬ౪そうとփう考え方です。社会包摂の対

ඉには、障害のある人だけではなく、貧困をሎえる人、ࡤኁ・外国人、

高齢者、LGBT、ᅸਂをሎえる人、ఆ害のᅇఆ者など、さま֕まなマ

イט؟の人たちがまれます。

႘本では2000年に୴生᎕။൶で取りඑ֑られ、文化庁でも、

2011年の〈文化芸術の振興に関する基本的な方針（第3次）〉ではじ

めてସਸされ、施策がじられるようになりました。

文化と社会ህๅ4

こうしたგには、これまで排除されていたマイט؟の人たち

が、表現活動を通してםン؆ؤメントされた（ಛමを९ၜし、能を

ᄇ৸できるようになった）事፯や、多ዻな人たちがともにຕ່活動

を行うことで、ະୗの関がෆまる事፯が多くሇெされるように

なったことがあります。

しかし႘本の現ඡを見ると、社会包摂を༳റに社会参इと読み

えただけの取り組みも少なくありません。マイט؟の人たちに表

現の会を࿓することでተ໑する、あるいは、マジョט؟の活動

にマイט؟がइわれるようにしただけでኬᅮが༥ถされたとপ

違いすることがあるようです。これでは、マイט؟の人たちがם

ン؆ؤメントされることも、多ዻな人たち同ౠのະୗ関がෆまる

こともৼできそうにありません。
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社会包摂につながる芸術活動とはःかを考えるためには、ま֙社

会包摂というସጃをዅする必要があります。社会包摂というのは

ᄤに、社会的にೕい立場にいる人が社会から排除されたり、孤立ࡴ

したりするのでなく、共に支えあう社会を作るというታとସわれ

ています。しかしこれは理想的な社会のあり方を౪す؈ジョン（ቴ

ໂ）なので、ભ的なኬᅮを表すସጃにዅしなくてはなりません。

社会包摂は、関ตを表すସጃにዅすると、多ዻな人たちが、

違いをႡめあう関をཝくというታになります。さらにこれを、଼

人のᇥ化を表すସጃにዅすると、社会的にೕい立場の人がםン؆

。メントされる（ಛୂத定শやಛୂ୲শが高まる）となるでしょうؤ

ただし、ೕい立場の人たちだけがᇥわっても、大多の人がᇥわら

なければ、社会はᇥ化しません。マジョט؟の人たちも、マイ

の人たちがどのようにশじているかを考える、あるいは、どうט؟

して同じ人がマイט؟とマジョט؟に分けられるのかを理श

することも重要になります。

つまり社会包摂につながる芸術活動を実施したいならば、多様な

人た֠がփをႡ׀あう関をཝくことができるように、マיノ؟

ಡがの人た֠のט؟トされ、マジبワؖ؆بםの人た֠がט

変化するというኬᅮを็定しなければならないということです。

社会ህๅのዅ5

2524

社会包摂

（ቴໂ）بジ؈

社会的にೕい立場にいる人が社会から排除されたり、

孤立したりするのでなく、共に支えあう社会を作る

関性を表すସጃにすると…

଼人の変化を表すସጃにすると…

マイט؟の人たちがםン؆ؤメントされ、

マジョט؟の人たちのಡがᇥ化する

多ዻな人たちが、違いをႡめあう関をཝく
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では、どうすればこのようなኬᅮを༥ถすることができるでしょう

か。大切なのは、ど֠らか一方がዓࡔになる関をつくらなփこと

です。マイט؟がマジョט؟の活動に参इできるようにするこ

とは大โですが、マジョט؟を基മにしているり、マイט؟は

その中でຈ外され続けます。異なる立場の人たちが။してःかを

するのであれば、どういうやり方がよいかをしっかり考えることが

重要になってきます。

ᄮ༳なのは、Ғፊೄがྞไに対Ꭽをする機会をつくることでࡴ

す。マイט؟が排除されがちなのは、マジョט؟がマイט؟

をྞไཐらないことがࡴᄮのମࢀとされています。対話をする会

ができれば、ະୗの考え方にᇥ化が生じます。もしマイט؟とマ

ジョט؟がいっしょに話しあうことで、実施方法を見つけることが

できれば、最善のଅऐを၏くことが可能になるでしょう。しかし、対

話がႍしいのであれば、いっしょにःかをつくったり、表現したりす

るだけでもいいでしょう。ࡴつのଫを共ዛすることこそが、ፊ者の

関ตにᇥ化をਸֻすのです。

もうࡴつ重要なのは、ғኬᅮ༥成のた׀には、૱画変ஏをփとわ

なփことです。ഠのように、ኬᅮは「多ዻな人たちが違いをႡめ

う関をཝくことができるように、マイט؟の人たちがםン؆ؤ

メントされ、マジョט؟の人たちがマイט؟についての理शを

ෆめる」ことです。それを༥ถするために、どのようなຕ່活動をす

るとよいのかを፣ࣤᇥに考えていくことがৎ心です。

社会ህๅにつながる芸術活動6

活動を始めると、少しでも「見ࢯえのいい」作ᆀにඑ֑ることが

ዓ๐されがちですが、それだけではታがありません。「参इしてい

る多ዻな人たちが、生き生きとしていられるのはどういうಐか？」

方だけでなく、ຖ方の人たちが生き生きして取り組ֿことができࡴ」

るようにするためには、どのような工ᆍが必要か？」これを考える

ことが、活動においてもっともຕ່ตが要ਿされるです。

それに関ᎌして、Ҕ示やඑ࣏のやり方を工夫することも重要で

す。たちはಛ分が持っているႡಡの؊טル״ーを通してでしか、も

のを見ることはできません。もしඊ者にִだんとは違う؊טル״ー

を通して見てもらいたいのであれば、そのように見ることができる

ॿけをつくることが必要になります。そうした示・එ࣏の方法を

見つけることが、ඊ会をつくるにもっとも重要な作業となり

ます。示やඑ࣏の機会をつくること、それ自体が一つの「表現」な

のです。ျやষにとらわれない、ශしい示・එ࣏の方法を生み

ഞすことが、社会包摂のを्きます。
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ここまでは、芸術や社会ህๅにつփて

のৰ的な考え方にれてきました。

では、ಲの現場では、どのようなこ

とが起こり、なにが活動の成果として

期待できるのでし׆うか。ここでは、

「創造」「発表」「鑑賞」「交流」「人材育

成」とփうキーワードを手がかりに、

多様な人々が関わる芸術活動からः

が生まれるのかとփうことにつփて

考えてփきます。
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まと׀

社会包摂につながる芸術活動について話をすると、「芸術の

ಱは問わなくていいのか」というಱ問が必֙ഞてきます。し

かし、このಱ問にはशがまれています。

これまで芸術にはいくつものジؘンルがあり、それぞれの中

でዓᎀがᎪじられてきました。ですが、ジؘンルの中での基മ

はそこに໔す人には重要でも、そうでない人にはあまりታ

のないことです。ਢᎪすָきは、ֿし「この活動に関わる人

たちにとって大โにしたい芸術のಱとはःか」ということでし

ょう。あるジؘンルの๔ऌとそうでない人がいっしょに活動

をするのであれば、その人た֠のཨで大切にしたփ芸術のಱ

がःかを考え、そのಱをஸ׀ることがഓ要です。

芸術をؗではなく、コトとえなおすことで、芸術の可能

ตは広がります。ਙを用い、工ᆍをしながらःかを生みഞし、

そのことでฌैの見え方や関ตにᇥ化をਸֻすॿけが芸

術であり、これまでໜఓしなかったශしいअཏのໜఓを人yに

問いかけるのが芸術だからです。

社会包摂というସጃを現場のସጃにዅし、活動に関わる

人たちにとっての芸術のあり方を問いながら、そのಱを高め

るဖをすることこそが、社会包摂につながる芸術活動を実

することとସえます。たとえそれがうまくいかなかったとし

ても、そのಀ行బಛがࡴ人ֱとりと୶きあう文化をඦถ

し、共に生きる社会をཝくことになるからです。
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ຕ່活動は、ࡴ人で、もしくは༱かとともに作ᆀをつくることを

通じて、ִだんのಛ分とは異なるಛ分を見つけたり、ະୗ理शやם

ン؆ؤメントにつながる可能ตを持つものです。また、ຕ່の،ロװ

スにおいて、参इする人それぞれの社会的გや生きてきたౝが、

重要なታを持ちၜることもあります。

こうしたຕ່活動に多ዻな立場の人yが関わるಐには、それぞれ

の芸術ジؘンルにၟዛの手法にこだわるだけでなく、多ዻなຕ作方

法や、現場でのၩᅌなᄇ想をഎႌにけႚれるౣฒが大โになって

きます。そのଅऐ、これまでの芸術の考え方ではえきれない、なん

ともସえないኜწみがある表現が生まれることも多いようです。

いま障害者福祉施็では、美術や

工芸、ࣿॼ、ૺ࣏、ダンスなどといっ

た多ዻな表現活動が行われています。

その्は実に多ዻで、ॆ外で高い

ᅴअをけることもあれば、作ᆀを

題ఔとしたグッׯが作られ、ᄦპされ

ることもあります。また障害のある人

が作ᆀฑ作の౪၏をするような事፯

も少し֙つ現れてきました。

創 造  

外国人人୵が多いདࡰにある公立

文化施็では、外国人が参इするこ

とを࿓とした౦ኁ参इ،ログ؞

ムとして、ؤークショッ،などが૫続

的に行われています。なぜこのདࡰに

ᇿらし、生活にどのような困り֓とが

あるのか、というಛらのଫをり共

ዛしながらૺ࣏作ᆀをつくることも

あれば、ಛ国の持っている文化をୗ

いに紹介しあうこともあります。
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ؒ י ب ト

多ዻな人yが関わるຕ່の現場は、ଂまった表現のやり

方をඑから教えるだけでなく、ශしい表現手法の可能ตが४

྅される会となります。また、現場でこっていることを、

その活動を支える立場の人yがどのようにえるかによって、

ຕ່のあり方がᇥわっていきます。ຕ່された「ؗ」だけで

なく、ຕ່するथ࿘やৄ੩などの「コト」もຕ່的にえる工

ᆍが重要です。
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ᄇ表の場では、႘常と異なるଫをすることにより、ଭਂづけら

れたり、次のຕ່活動に取り組ֿؗチ؎ーションの୶එにつながる

ことがあります。現ఓ、౦ኁによる芸術表現をᄇ表する会は多

く持たれています。こうしたᄇ表の場において、ִだんഞ会わない多

ዻな人たちとつながりをශたにつくるというታも大きいでしょう。

多ዻな人yによる芸術活動のᄇ表の場もまた、これまで多く持

たれてきています。またઝ年は、障害のある人や、高齢者、ఓጽ外国

人、ؐームءスなどの人たちと芸術ऌたちが関わりあいながら、共に

作ᆀᄇ表を行ったり、ᄸら�ᄸらの႘yの生活や行ࡡをもとにし

た作ᆀや表現をᄇ表することも多く見られるようになってきました。

高齢者がૺ࣏を行う取り組みが、ૺ

ཆや公立文化施็などをとして

行われています。࣏ഞऌをൣいて๔

的な૨ଽを行い、৻ໜのਘઆをただ࣏

じるというだけでなく、高齢者がᇶん

できた人生のᄹ৮こも֓もがにじみഞ

る作ᆀが生まれるዻ子は、見るものを

。ရします࠽

発 表

生きづらさをሎえた者たちとと

もにࣿॼやૺ࣏などのؤークショッ،

を行う๐進的な事፯もあります。དࡰ

をに活動するןーケスト؞やૺཆ

などがになり、芸術の๔ตのዛ

ኅをྖえて、။によるශしい作ᆀづ

くりに共に取り組んでいます。ただᄇ

表するだけでなく、 ともにශしい作ᆀ

をつくるという،ロװスは、 芸術の๔

ऌにとってもශたなྉ๗です。

ؒ י ب ト

༳にಛ分ֱとりだけ、もしくはಛ分の通っている芸術の教

ಬだけでᄇ表を行うというだけでも、ಛୂத定শや生きがい

などをֿࡱ可能ตはあるでしょう。ただし、そこからもうࡴᇶ

進んで、多ዻな立場の人yがᄇ表を通じてࡴ၎に会し、とも

にᄇ表の内容についてりあったり、୪ጺの会を生みഞし

たりすることができれば、文化の場がདࡰやコミュニטに

とってのශたな੍場സとして能するとなるでしょう。
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ઝ年、美術作ᆀの対話ඊや、作ᆀඑ࣏ଢ଼のトークװッション

など、ඊのଫを多ዻにえなおすためのಀみが行われています。

このような場は、ಛ分とは異なる作ᆀのशをཐることにつながり、

。つの作ᆀをえる多ዻな౽を学ֵ会になりますࡴ

「ア؟バ」方、多ዻな人yにඊの場をֱらくには、さま֕まなࡴ

をಡしなければなりません。そのバ؟アは、施็や็ᅏなどのハー

ドኜの工ᆍや、通ዅなどのײ؊トኜの工ᆍによって取りᆻわれる場

もあります。また、障害のある人や外国人の੍ഉඡੳ、དࡰによる

文化的ಃଳのᇤりなど、དࡰのၟตにࣤじたვፄのニーׯを༷るこ

とも大โです。また、さま֕まな手法を通じてඊৄ੩をよりሟか

にするためのಀみも各དで始まっています。

ඊの会の४大といっても、

実はケースバイケース。ྐॲ障害

のある人にૺ࣏のඊଫをֱら

くための活動には、字ቝဨࢬ、ಗਂ

ルー،、༊本の事༃しഞしなどそ

の場にࣤじてさま֕まな手法が用

いられています。౽ॲ障害のある人

とない人が؏アになって美術ඊ

を行う対話ඊの活動は、「見え

る�見えない」をྖえたශなඊ

ଫとして共শをആめています。

鑑 賞

ኁやLGBTなどのต的少者ࡤ

といったーマをૡ֑たࢭ画ఋが、

国で多く्௹されています。こう

した場は、ဴ事者の生きづらさや社

会的困ႍをཐらせる会となるだけ

でなく、ဴ事者がࡊ心してആうことの

できる会になることもあります。༳

にඑࢭするだけでなく、関ᎌするトー

クイ؎ントを्いたり、生きづらさを

ሎえるဴ事者同ౠがりあえる場を

ֱらくなどのಀみも広がっています。

ؒ י ب ト

ඊの会を工ᆍしながらあらׅる人に्くことに

より、これまで芸術のイ؎ントにていなかった人yが

参इするきっかけが生まれるでしょう。ඊサؒートや

ගሇᇱ障というと、とかく障害のある人など「ၟ定の

༱かのために」行われがちです。しかし、ඊのৄ੩が

ᇥわることで、作ᆀಛの見え方もᇥわります。「あら

ׅる人」がॼしֿことのできるඊৄ੩をつくること

は、もうࡴつの「表現」であるともସえます。

 

字幕が流れます



芸術は分野や国੩をྖえた୪ጺを行うきっかけとして能する

とともに、ସを使ったコミュニケーションとは異なる、ිやୖশ

を使ったコミュニケーションを通じてශたなつながりを生みഞすこと

があります。൚学やၟᇠ支援学などの教ࡱ関に芸術ऌがჃଧ

されたり、障害のある人の作ᆀがॆ外で示されたりすることで、

ශたな୪ጺのためのष᎓が生まれるきっかけがつくられるのです。

　൚学やၟᇠ支援学で芸術ؤークショ

ッ،を通じて、芸術ऌと子どもたちが୪ጺ

する事፯が多くあります。おとなしいと

思っていた子どもたちがいきいきと活動

するౣを見て、๐生たちはき、ִだんの

ク؞スでのไし方も工ᆍしてみようとশじ

ることもあるようです。芸術ऌたちにとっ

ても、ؤークショッ،での૪ଫがಛらのຕ

່ตをෆめるとなるようです。

交 流 人 材 育 成

障害のある人や高齢者、子ども、ఓጽ外国

人などが関わる文化୪ጺは、行政のこれ

までの施策でも多く行われています。ともすれば୪ጺするこ

とಛがถऐとしてえられがちですが、୪ጺすることを

にし、それぞれの立場が持つ社会的課題に対してどれだけෆく

ア،ローチできたかという౽も重要でしょう。

アートマジメントは、芸術のຕ່やᄇ表

をጮ方として支えるだけではありません。

さま֕まな立場の人をつな֑企画に活かすことで、企画や作

ᆀの方୶ตを示し、社会に対し事業のถऐを多ዻに広֑る

をつくる、きわめてຕ່的な立場とସえるでしょう。

芸術には、つくり手だけでなく、それらを社会とつな֏担い手（ア

ートマジؘー）の人ఔࡱถがᆊ可ଁです。これまでも、学芸ࡿやᆧ

༊ฑ作者などのכハכを学ֵ実ኃ者研ೲなどは多く行われてきて

います。多ዻな人yが関わる芸術活動を支える人ఔࡱถには、芸術

のཐಡだけでなく、福祉、教ࡱなどの多ዻなፚࡰをࣧཉし「ዅ者」

として活動できる人がਿめられます。

大学や福祉施็をᆧ༊として多

くの人ఔࡱถ事業が実施されてい

ます。作ᆀฑ作の現場に関わるイン

ーンシッ،で現場に必要なཐを״

実的に学ֵ،ログ؞ムや、介୦福

祉施็での実を行うことで、福祉

現場でこっているഞ事から表

現を考える౽をጊう،ログ؞ム

などもあります。

ؒ י ب ト

ؒ י ب ト
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まと׀

ここまで、多ዻな人yが関わる芸術活動から生ま

れることについて、いくつかの໊ኜから、そのॗጸや

ถऐのイメージについて考えてみました。

もちん、どんなถऐがਿめられるかは๑௭ቮᇠ

で、なかなかࡴସではସい表せません。

ですが、ここまでの考えを見ဍすと、いくつか共通

する౽があるようです。

これまでの芸術や文化のあり方を見ྞし、さらに

४྅させていくような౽。

༱かၟ定の人のために行うことが、実はあらׅる

人のためになっているような౽。

社会包摂につながる芸術を考えていくことは、こ

れまでのି定化した考え方を見ྞし、これからのශ

たな芸術のあり方をຕ່するきっかけとなるのです。


⽑
ຎ
⽆
⼵
ൾ
ऴこれまで社会ህๅにつながる芸術活動の

考え方や、期待されることにつփて見てき

ました。それでは、ಲの現場では、どג

なりຎみがભ体的にபわれてփるので

し׆うか。第３章では、ே२地でಲさ

れてփる㕹つのりຎみを、಼やキー

ワードとともにൾऴしてփきます。それぞ

れのりຎみに։փて、どのような人た֠

が、༱と、どのように表現をዛしたり、生

みഞしたりしてփるのかを見てみまし׆う。
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本章では、皆さんに知って頂きたい各地の取り組みを紹介しています。

対象やアプローチ、ジャンルなどを考慮しながら多様な事例を選んでみま

した。現場で必要とされている取り組みのヒントを探してしてみてください。

4140

2011年5月に開設された「3がつ11にちをわすれないためにセンター（わすれン！）」

は、市民、専門家、アーティストらが協働し、復旧・復興のプロセスを映像、写真、テキス

トなどさまざまなメディアで記録、発信するプラットフォームです。

建設会社の方が撮影した復旧作業の映像、震災後の人々の暮らしの変化をとらえた

写真、多様な性の当事者による震災体験の手記…。こうした記録以外にも、「震災の《当

事者》とは誰か？」などのテーマに沿って、震災について来場者が考え、聴き、語りあう

対話の場がつくられています。

ここでは、記録から発信までの過程すべてに、市民がさまざまなかたちで関わること

ができ、震災の記憶・記録を後世に残し活用する取り組みが続けられています。

関係者：市民、専門家、アーティスト、NPOなど

URL　 せんだいメディアテーク　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.smt.jp/
 ３がつ１１にちをわすれないためにセンター　　　　https://recorder311.smt.jp/

写真映像 テキスト 創造 発表 鑑賞 宮城県仙台市公共施設

せんだいメディアテーク

「3がつ11にちをわすれないためにセンター」

東日本大震災の記録をアーカイブする

記録資料を常時展示できるブース「アーカイヴィークル」

実 践 の ヒ ン ト を 探 そ う！

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

「○○○○○○○○○○○○○○」

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

音楽 ダンス 演劇 文学 哲学 創造 発表 鑑賞 交流 まち 県

取り組み事例の見方

施設名 / 団体名

関係者

プロジェクト名

プロジェクトの概要

プロジェクトに関連するキーワード・タグを以下の4分類で記載しています

 芸術、音楽、ダンス、文学…など

 創造、発表、鑑賞、交流、人材育成 のうち該当するもの（第2章参照）

 施設の分類：公民館、文化施設…など

、 施設の所在地、主な活動の実施地域

ジャンル

活動の種類

場所

都道府県

PHOTO

URL 　http://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
※URLは2019年2月時点

○○○○○○○○○○○○○○○
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アーツ前橋では、2016年より、アーティストと前橋市内の施設や団体が協働する

「表現の森」に取り組んでいます。そのプロジェクトの一つが「石坂
が い し

亥士・山賀ざくろ×

清水の会えいめい」です。これは、神楽太鼓奏者とダンサーが特別養護老人ホーム(特
養)に訪問し、楽器に触れてもらいながら、即興で音楽と身体表現のワークショップを

行うものです。特養は、身体や認知機能の低下がある、介護度の高い方々の入居施設

です。そうした利用者の皆さんも、ワークショップに参加すると、リズムを刻んだり、ふ

だんとは違う表情を見せたりします。現在、福祉の現場においてアートがどのような変

化をもたらすのか、検証が進められています。

施設：社会福祉法人清水の会　えいめい（特別養護老人ホーム）

プロジェクトチーム：神楽太鼓奏者、ダンサー、映像記録制作者、コーディネーター

URL　 https://www.artsmaebashi.jp/FoE/projects/project01/

URL　  https://www.owlspot.jp/

音楽 ダンス 創造 発表 ऴ୦Ꭱᆵ施設 ૌ県ੲ市ᅖട

アーੲ

表ଵのස「ุఘౠ・र֕֎×พ෯のवևいめい」

アーティストと特養の高齢者が創造する音楽とダンス

舞台芸術公演や参加型ワークショップなどを開催する「あうるすぽっと」では、2018
年にきこえない人にとっての「音」を表現した「光の音：影の音」を実施。

きこえない人にとって「音」とは何なのか。きこえる3人のダンサーが、音と言葉を分解

し、身体表現として再構築しながら、南村千里がきこえない視点で演出・振付したダンス

公演です。常に手話通訳が入っての創作プロセスでは、スタッフも含めきこえないとい

う感覚に戸惑いながらも理解を深めていきました。そして、きこえない方に「音」を伝え

るのではなく、南村が感じている「音」の世界を表現しました。公演の際には手話表

現、字幕による演出、難聴者支援、視覚障害者のための音声ガイドも用意し、受付での

手話対応、視覚障害者への駅からの誘導も実施しました。

主催：あうるすぽっと（公益財団法人としま未来文化財団）、豊島区、

 アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）

ダンス 創造 発表 鑑賞 交流 ဪੜ都ሟဥત公ጵ劇場

ցうるすּ֢֧（ሟဥતጵᆧ台ട交流センター）

「୯の音：ࢬの音―ಚだでᇍ֎ׁのなの֊―」

聴覚障害のある振付家とのクリエイション

4342

舞台公演の様子 ©Ikegami Naoyaアーツ前橋ギャラリーにえいめいの高齢者をお招きして開催したセッションの様子　©Kigure Shinya
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可児市文化創造センターala（アーラ）は、「芸術の殿堂ではなく、人間の家」「もっと

市民へ！もっと地域へ！」を目指した劇場運営を行っています。

「alaまち元気プロジェクト」は、文化芸術を通じた、生きづらさや生きにくさを感じ

ている人々を孤立させないための取り組みです。年間約30種類、400回以上のアウト

リーチとワークショップを実施。その成果をSROI（社会的投資収益率）を用いて数値

化することにも積極的に取り組んでいます。その中の「スマイリングワークショップ」で

は、ダンスアーティストや演劇の専門家が、「スマイリングルーム」（不登校児童生徒のた

めの教室）を訪れ、言葉ではなく“身体表現”や演劇の要素を盛り込んだ表現活動を通

して互いの気持ちを伝えあうワークショップを実施しています。

主催：可児市　／　企画・実施：（公財）可児市文化芸術振興財団

協力：可児市教育委員会　

アーティスト：体奏家・ダンスアーティスト、演劇ワークショップ講師

URL　 https://www.kpac.or.jp/machigenki/

演劇ダンス 創造 発表 交流 公ጵ劇場 ৴ᆢ県ईಋ市

京都国立近代美術館では、見えない人と見える人による鑑賞活動を長年受け入れ

てきました。そうした中で、平成29年度より本事業を立ち上げ、地域の盲学校や大学、

視覚障害のある方と協働し、障害の有無を超えて誰もが美術館を訪れ、作品を鑑賞・

体験できるプログラムづくりを行っています。

本事業では、多様な人が美術館に集い、本物の作品をさわったりおしゃべりしなが

ら鑑賞するイベント等を開催。また点字・拡大文字による美術館パンフレットや、さわる

図と文章で所蔵品を紹介するツール「さわるコレクション」も発行しています。ユニバー

サルな鑑賞のあり方を模索することが、作品の新たな魅力の発見や、さまざまな人び

との相互理解の場づくりにつながっています。

実施中核館：京都国立近代美術館

協力団体（平成30年度現在）：愛知教育大学、京都教育大学、

きょうと障害者文化芸術推進機構、京都市立芸術大学、

京都府立盲学校、群馬大学、国立民族学博物館、三重県総合博物館

URL　 http://www.momak.go.jp/senses/ 

ᅖട 交流鑑賞 ᅖട

ੜ都ேጵઝ༉ᅖട

「শॲをֱ֎ ―ශたなᅖട鑑賞プログؕ؞創造෮ු事」

視覚障害のある方と一緒につくる、新しい美術鑑賞のかたち

ੜ都府ੜ都市

伝える ・感じる ・考える―制作者と鑑賞者の対話 活動風景

ビニールでできた《空気の人》（鈴木康広，2016）をさわって鑑賞する参加者たちアーティストと子どもたちによるワークショップの様子

ईಋ市文ँ創造センターala
alaまちଭਂプロジェクト「スؓ؟יングワークプ」

不登校の子どもたちへのコミュニケーション・ワークショップ

4544



ココルームは、大阪市西成区の通称・釜ヶ崎で、ゲストハウスやカフェ、まちかど保健

室などを運営し、地域にであいと表現の場をつくる取り組みを行っています。

まちを大学に見立てた「釜ヶ崎芸術大学・大学院（釜芸）」は、「学び合いたい人がい

れば、そこが大学」をキャッチフレーズに、2012年にスタート。地域のさまざまな施設

を会場にして、音楽、ダンス、演劇、文学、哲学、天文学など、年間約100講座を開催し

ています。「釜芸」には誰でも参加でき、ホームレス、障害者、ニート、アーティスト、外国

人など、多様な人たちがつながり、自分の気持ちを表現する機会となっています。

困窮されている方には無料での参加を呼びかけています。

講師：哲学者、詩人、指揮者、振付師、研究者、建築家　など

特別協力：ブリティッシュ・カウンシル、ドイツ文化センター

協働・協力：大阪大学、大阪市立大学、NPO法人釜ヶ崎支援機構、三徳寮

URL　 http://cocoroom.org/

演劇音楽 ダンス 文学 哲学 発表 鑑賞 交流創造 まち

NPOሓ֒և֧֧֧֒֯֒֒のᆪࣴ（ררルーؕ）

「চثఞട་学」

釜ヶ崎で自分の気持ちを「表現」できる場をつくる

世界のしょうない音楽祭は、2014年から始まった、音楽ワークショップと発表会を

行うプロジェクトです。全6回のワークショップには、音楽の経験や年齢を問わず市民

の誰もが参加でき、作曲家の野村誠さん、日本センチュリー交響楽団の楽団員や大阪

音楽大学の先生などと一緒にオーケストラを作り上げ、音楽祭で披露します。音楽祭

には300人近くの市民が参加し、小学生や地域演劇集団、外国の伝統楽器奏者など、

多様な文化が入り交じった音楽とパフォーマンスが披露されます。オーケストラとは決

まった編成や音楽ではなく、さまざまな人のアイデアや表現を常に取り込みながら発

展し、それらが併存（ポリフォニー）したり、調和する（シンフォニー）音楽なのです。

主催：豊中市

共催：（公財）日本センチュリー交響楽団、豊中市市民ホール指定管理者

協力：（学）大阪音楽大学、しょうないREK

URL
https://www.city.toyonaka.osaka.jp/j inken_gakushu/bunka/event/ev_music/ongakusai2017.html
　 

ሟཨ市

「ฌैのし׆うない音楽ఋ」

音楽の経験がなくても参加できる、世界に一つのオーケストラ

音楽 ダンス 演劇 創造 発表 鑑賞 公ጵ劇場 ་ఙ府ሟཨ市་ఙ府་ఙ市
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「釜芸」の成果発表「釜ヶ崎オ！ペラ」のステージ ワークショップで演奏の練習をする参加者たち
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NPO法人まるは、障害のある人が表現活動やものづくりを行う障害福祉施設「工

房まる」の運営事業と、障害や福祉といった枠組みを超え、多分野の人々とのつながり

を構築するコミュニケーション創造事業の二つを柱に活動している団体です。

2007年より、まるは（公財）福岡市文化芸術振興財団とともに、障害のある人たち

の芸術活動を通じ、社会におけるさまざまな既成の“価値”や“枠”を捉え直すプロジェ

クト「Lifemap」を展開。このプロジェクトでは10年間に渡って、展覧会や鑑賞ワーク

ショップ、舞台公演などに取り組んできました。市内中心部の美術館や商業施設を会

場とし、ふだん障害のある人とふれあう機会が少ない市民と、障害のある作家や役者、

作品との出会いの場を生み出しました。

主催：NPO法人まる、（公財）福岡市文化芸術振興財団、福岡市

URL　 NPOሓまる　　　　　　　　http://maruworks.org
　　　　　　　　maru lab.（Lifemap）　　http://marulab.org/

NPOሓまる

「Lifemap」
障害や福祉の垣根を超えて出会い、認めあうきっかけに

ᅖട 演劇 創造 発表 鑑賞 交流 ඏ॔ᆵ施設 まち ᆵࣰ県ᆵࣰ市

「つどう・まなぶ・むすぶ」。これらは公民館の最も基本的で重要な機能といわれてい

ます。しかし、生活圏に公民館がなく、住民が気軽に集い、興味関心について学びあいな

がら、地域内外のさまざまな人や組織と結びつく「場」がない地域もたくさんあります。

那覇市曙地区も生活圏に公民館がない地域の一つ。最も近い公民館へも徒歩で1時
間かかります。そうした中で、若狭公民館が曙地区で実施する「パーラー公民館」は、公

園にパラソルと黒板テーブルを持ち込み、野外空間をアートワークショップやイベント、

語らいの場へとしつらえる“移動式屋台型公民館”です。ハードに頼らずに、住民とアー

ティストが出会い、新しい価値観に触れるユニークな場づくりが行われています。

企画・主催：NPO法人地域サポートわかさ（那覇市若狭公民館内）

設計・監修：小山田徹　／　制作：High Times　うえのいだ

協力：曙小学校区まちづくり協議会

支援：沖縄県、公益財団法人沖縄県文化振興会

URL　 http://cs-wakasa.com/kouminkan/index.html

ၽჀ市ੵ公ኁ

「؆ー؞ー公ኁ」

地域へとびだす、新しい公民館のありかた

音楽 映像 写真 創造 発表 鑑賞 交流 まち公ኁ ࣱႈ県ၽჀ市

舞台公演「シンドローム -Lifemap-」© 泉山朗土 公園に設置されたパーラー公民館

494948
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これまでに社会ህๅにつながる芸術活動

のৰ的な考え方や、活動によって生まれ

ること、ேでபわれてփる事፯を見て

きました。第㕴章では、ಲに文化事業と

して活動をபうことにつփて考えてみま

し׆う。事業のࢪࢥにはபทと現場の

がᆊ可ଁです。։ୗփの立場や事業に関

わるಡのփをጫशすることで、பทと

現場のコؚؔצーبをࣅঌにするた

。う׆トを一ഽに༷ってփきましب؇の׀

まと׀

本章で紹介した取り組みは、国各དで行われて

いる実のֺんのࡴᆪにथ֍ません。ですが、関

わっている方yの౨と工ᆍ次第で、このようなት

的なຕ作や୪ጺ、ඊの会がすでにたくさん生

まれているということが少しでもわればஂいです。

もちん、ॉさんのസ໔๐やおഉまいのདࡰでは、

アーטストとのつながりがなかったり、ያ్や会

場にฑዃがあったりするなど、「こんな取り組みは

できないj」とおশじになった方もいらっしׂるか

もしれません。ただ、すָての取り組みがはじめか

らඑ手くいっていたわけではありません。さま֕ま

な人とのഞ会いやಀ行బのଅऐ、多くの人にとっ

てֱらかれた場になっているのです。

興ታをೖかれた取り組みについてはもちん、ි

ઝなདࡰで行われている活動についても、ඈしくྔ

ָたり、実の現場をሞれたりしてみてください。

きっとさま֕まなᄇ見や؇ントがあるは֙です。
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文化事業に携わる行政ධࡿが、事業実施ཆから「現場のことを

わかっていないj」とସわれて困るという૪ଫ。公的なൃถをけ

た事業実施ཆが、行政ධࡿとのやりとりがःだかチグハグだとশ

じる૪ଫ。異なる立場の人が関わりながら،ロジェクト運営を行う

とき、このようなಡのءׯはよく見られます。これらのءׯは、な

ぜ生じるのでしょう。第㕴章では、ຖ方の立場や事業に関わるಡを

理शすることで、،ロジェクト運営においてコミュニケーションをࣅ

ঌにするための؇ントを༷ります。

本章では、ࢌ෨のように،ロジェクト運営のጺれを、「政策・事業立

案」「事業公ᇻ」「事業実施」「政策・事業ᅴअ」という㕴つのཌॎに分

けて考え、「行政」と「現場」が行うことをธ理します。ここでいう「行

政」は、൶庁やဒၗᆒଡ・౦ྎ村のಛಓのධࡿを౪します。芸術活

動は文化関ᎌᆪാのධࡿがに担ဴしますが、社会課題にア،ロー

チする芸術活動では、文化・福祉・୯・教ࡱなど異なるᆪാのධࡿ

のᎌ携が必要となります。「現場」は、芸術活動を実施する現場の人

たちを౪します。文化関ᎌ施็（美術・ૺ場・ࣿॼؐールなど）や各

法人（NPO法人・社会福祉法人・ፑ法人など）、アーטスト、

マイט؟の支援ཆやဴ事者ཆなどの人たちがまれます。

ここでは「行政」と「現場」の関に൳をဴてていますが、中支

援組ද（文化芸術振興財ཆ・アーכנンシルなど）、๔ऌ（アート

マジメント・ᅴअなど）、ス״ッ؊・参इ者・དࡰの人など、事業実施

には多ዻな人たちが関わります。

行政が実施する文化事業は、行政௹のものもありますが、本章

ではൃถ（ᇸൃ）事業・࡙༛事業において、現場と။して実施され

るものをな対ඉとします。次の؏ージからは「行政」と「現場」が持

つಡのءׯを、،ロジェクト運営のጺれに࣎い、㕴つのཌॎに分け

てඈしく見ていきます。

以降のഠは、文化事業に携わる行政・事業実施ཆ・中支援組

දのධࡿ、アーטスト、研究者などわせて23ַのイン؈״ュー

ଅऐをもとに作ถしています。

ทప ・ 事業

ᅴअ
事業ಲ౮事業୰ᇻ

ทప ・ 事業

立ࡎ

事業୰ᇻ
（ൃ成 ・࡙༛）

チפל
（ුྜྷጫ ・

モץب؟״）

ทప ・ 事業

ᅴअ
（ၾᆪ ・॒ᆪᅴअ）

୰ᇻ事業

ษ
ሇெി作成事業

മᅏ ・ ಲ౮

ทప ・ 事業

立ࡎ

省庁・都道府県・市町村
【関連部署】文化・福祉・観光・まちづくり・教育・国際交流・
男女共同参画・人権など

法人 (NPO 法人・社会福祉法人・医療法人など )
マイノリティの支援団体・当事者団体など
文化関連施設 (美術館・博物館・図書館・劇場・音楽ホールなど )
アーティスト・キュレーター・ギャラリスト　他

現場

ÇÇ ÇÇ ÇÇ

4
⼫
⼵
ཌ
ॎ

は֗׀に プロジפלトࢪࢥに։けるコؚؔצーب

ժプロジפלトࢪࢥの流れի
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法律を基につくられた基本૱画やད方ಛಓのඞ፯などにい、

行政において政策 ・ 事業が企画され、ያ్がଂ定されるཌॎ。

どのようなདࡰや社会課題に対して取り組ֿのか、

事業のあり方や༥ถしたいשールについて関者

（行政内のᆷᆪാ ・ 現場の実者など） が考えを

共ዛし、എႌなᄇ想で取り組ֿౣฒが大โです。

55555454
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ؒ י ب ト

予算を取るために、上司や財務部署
から、事業の正当性について数値を
根拠に説明するよう求められる。
参加者数など、成果を数値で示しや
すい事業をするべきだろうか。

引き継ぎファイルから
では、現場でやっている
ことが見えてこない。
どんな事業を考えたら
いいのかしら。

ทప ・ 事業

立ࡎ

பทでやるታとはِ

事業を考えるときは、 ま֙現場

にഞ向փて、 ಲしてփる人と

つながりをつくることが大切で

す。地域の課題や現場のーׯ

を捉えやすくなりますよ。

現場からは֗׀る

事業༶ဴೄは、ってփる人や社会の現ඡを

ፕくしたփとփう発ມを起に、 現場の人た

֠がၤ自の創工夫をできるような事業

キーؕを考ࡎするがਿ׀られるでし׆う。

社会を起にした発ມ

き૫֍は、現場と新のபࢂ

ท༶ဴೄがആまり、 ৩をわ

֚てபえるとփփです֬。

事業をபうኬ的や༥成したփשーؠ

を、 関ೄのでዛできるとփփ

です֬。שーؠ༥成のた׀の事業の

あり方や手ሓには、 多様なかた֠が

あるは֙ですよ。

文化は余暇的なもので、生き
るために必要なものだとは
考えにくいな。市民にも文化
に税金を使うことをどう説
明すればいいのかな？

行政の担当者は現場のこと
を何もわかっていない。
以前いた担当者はわかって
くれていたのに…。

行政の担当者は一過性のイベントを
こなすだけになっていませんか？
地域のくらしをこんな風にしたいと
いう思いを持って事業を考えること
が大事では？

பท

現場

社会ህๅにつながる文化や芸術のあ

り方をཐると、 பทで事業をபう

ਟがশ֗られやすくなるでし׆う

（第㕱�３章ౄ൴）。

事業をྫྷして地域ഉኁがർ৩になっ

た事፯などをོႥに๊ነし、 ༶ဴೄ

がモチ؎ーبを持てるようଞೲ

をする自ಓ体もあります。

ท ప ・ 事 業 立 ࡎ

ทప・事業
立ࡎ



立案に基づいて行政が事業の公募を行い、 事業実施を希望する

団体が応募し、審査によって事業実施団体が決定する段階。

事 業 公 募

57575656
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事業公募

公的資金で事業を行う意味を、
現場で活動する人にもわかって
ほしいなあ。「自分たちは素晴ら
しい活動をしているから助成し
て」と言われても難しいです。

予算の枠は限られています。
長年助成対象となってる団体で
も、時代変化や活動の発展性を
見て打ち切ることはあります。

長年良い活動をつづけている
のに、助成を打ち切られた。公募事業は、既存の芸術活動をイメージ

してつくられていますよね。社会的に意
味がある活動でも、行政が持つ「芸術」の
イメージに沿っていないと応募しにく
いのはおかしいと思います。

申請書には、活動の目的が社会的にどうい

う意義があるか、公的資金を使うに値するか、

ということが示される必要があるでしょう。

公的資金で行う意味

事業の枠組みを広げる

アウトリーチの可能性

行政では、限られた予算の枠の中

で、どう効果的に使用できるか、

担当者は判断を求められています。

現場では、常に時代の変化や活動の

発展性を意識し、行政職員が理解し

やすい言葉や文脈で活動の意義を伝

える工夫や努力が必要でしょう。

予算の制約

社会課題とのつながりを意識した事業を

推進できるよう、公募事業に「社会包摂」

関連の枠を設けている自治体もあります。

事業公募
（助成 ・委託）

公募事業

申請

公募事業の目的や申請書作成のポイントを、 現場

に説明する機会を設けている自治体もあります。

そもそも応募できるテクニックがあ
る人にしか届いていません。本当に助
成を必要としているところを探して、
行政から働きかけてもいいのでは?

芸術活動が必要な人に届くように、

自治体・現場・関係団体が協力して

情報共有を行い、事業を実施してい

る事例もあります。そのためには、

各機関の間で信頼関係を築くこと

が不可欠となります。

行政

現場

事業を公募する行政にも、 応募する現場にも、 事業

を行う目的があります。お互いの目的を知り、 お互い

が理解できるような言葉や表現で事業の意義を伝え

る「翻訳」作業が双方に必要となります。

ポ イ ン ト



事業実施のためのമᅏ ・ ฑ作などの،ロװス ・ 実施したଅऐの

まとめが行われるཌॎ。行政は、 ኬ的に࣎った内容となっている

かチェックを行う。

事 業 ಲ ౮

事業が計画通りに行って
いるのか不安を感じて、現
場に伝えると、口を出して
いると捉えられてしまう。

他部署と違って文化
の部署の業務はよく
わからないなあ。

現場で参加者の表情や変化を
見ることで、こういうことかと
理解できるようになりました。
上司にも現場に来てほしいな。

計画通りに行っていない⁉
だ、だいじょうぶだろうか。

行政が事業の中身に介入し
プロデュースしようとする
のは変じゃない？

பทと現場でኬ的をዛして事業をは

ることはとても大切です。立場に׀֗

よるዂআのփも։ୗփにጫशしてփ

ると、ዬ૱なඃၩをᅊけられます֬。

芸術活動のཨිやಱがわからなく

ても、 ᆪാでの業ኃと၍様、 事

業のྔธዂとփうபทのዂআはৰ

的には変わらなփでし׆う。

ኬ的のዛ・立場とዂআの॰Ⴁ

பทも現場にᆡくことで、 ಲ౮のプ

ロװで生֗てփるཏでは見え

にくփഞ事を、現場の人た֠と

ዛするチャبをၜられますよ。

現場で起こることのዛ

౩փがけなփഞ事が起こって૱画変ஏ

になっても、ኬ的に࣎ったၾዴであれ֯

ኴ題なփことが多փです。ֿし、事業

の発につながるかもしれま֚֬ג。

ౄइした人の能がփփで発

৸されてഞ会うことで、 ະୗ作

ዿでしか見られなփものが生ま

れることがありますよ。

ະୗ作ዿで生まれるもの

計画通りできることが一番じゃ
ないんです。思いがけないこと
が生じる場づくりは、それより
も重要な要素だと思います。

行政の人は現場に来ないし、
障害のある人など活動をす
る人たちに魅力を感じてい
ないように思えるなぁ。

事業実施の،ロװスで生じる思いがけないഞ

事は、最的なถऐᆾ（作ᆀなど）よりも重要なታ

を持つことがあります。ഞ事を共ዛすることで

行政 ・ 現場の共শにつながることがあります。

ؒ י ب ト

チפל
（ුྜྷጫ ・

モץب؟״）

事業

മᅏ・ಲ౮

பท

現場

このະୗ作ዿは、 社会課題にア

プローチした活動にとって、関

した人のにশやጫशを生ֿ

とても大切なታを持つのです。

59595858
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事業実施ཆにより事業のಛୂᅴअやሇெが行われ、 行政により

その内ᆪ ・ 外ᆪ（第ూ者）ᅴअが行われるཌॎ。

ท ప ・ 事 業 ᅴ अ

61616060
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ทప・事業
ᅴअ

事業実施に関するᅴअは必要ですが、ᅴअの本ಱ

的な必要ตを考えることはさらに重要です。ᅴअを

通して、 社会にᇥ化をይえるような社会的अཏを生

みഞすことをಡして実施することが大โです。

ؒ י ب ト

評価では、数値（ボランティア育
成数、顧客動員数など）が指標と
なります。数値は客観的な結果
なので、行政内や市民へ向けた
報告・説明には使いやすいです。

ઝႩではಱ的ー״のഓ要性も௺Ⴁಡされ

るようになってփます。しかし、 ਰ性の༶

ᇱや౪ᅮとしてのփなどに課題があり、 新

たな方ሓのଙ၀がු׀られてփます。

一方現場でも、 பทၾᆪではਰ的なー

、ಡしられることを׀がਿ״ 活動で生֗

てփることをਰ的に๊ነする方ሓをኟఫ

することも必要かもしれま֚ג。

ᅴअの౪ᅮ（ཏ/ಱ的ー״）

現場でアー؋ינをることは、

பทのሇெに活ዿできるඑ、 事業

ूなど൙に向けた活動のఖ

ౌとなるた׀とてもഓ要ですよ。

生きたアー؋ינ

ౄइೄの表ගがわかる動画 ・

画ໂ、 ભ体的なײ؉םードを、

ሇெや๊ነに୲果的にౚዿし

てփる自ಓ体もあります。

ᅴअのਟ？

最終的な成果だけじゃなくて、
創造的な場を作り出している
ことを評価してほしいのに。

プロセスの中では、数値で測れない
大切なことが起こっているのに、
伝える方法がわからない…。

評価というと、事業
の良し悪しを一方的
に判断されるようで
すごく抵抗がある。

助成元への報告は必
要だろうけど、数値だ
けで活動の意義を判
断されるのは嫌だな。

文化や芸術は、数値だけで
成果を測れないことはわ
かっているけど、どうすれば
いいのかわからない。
難しいなあ。

事業を実施した説明責任を
果たすため、評価は必要です。
評価指標は、上司や他部署が
理解できるものと考えると、
やはり数値になってしまう。

評価した結果、何が起こった
かを考えて議論することが
大切なのに、そこまでいかな
い事業が大半ですよね。
これでいいの？

文化事業の༽期的ᅴअはႍ

しփことをጫशし、ኬ౪す社

会のಲ現に向け、 ྙ期的な

ทప ・ 事業のूに活かさ

れるものとして活ዿできる

とփփでし׆う。

ทప ・ 事業

ᅴअ
（ၾᆪ ・ ॒ᆪᅴअ）

ሇெി作成

பท

現場

Ӡ
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まと׀ ーྔ௮  ೄؚ؈״بי

社会包摂をಡした芸術活動は、社会の中で多ዻなგを

持つ人たちが、共にሟかに生きていくための組みをつくる

きっかけとなることがあります。活動にマニュアルはありませ

んし、関する人たちの৪いやඡੳによっては、ࡴ見芸術と

は思えない活動のかたちもあるかもしれません。،ロジェクト

を通して実現したい社会のౣを、行政と現場ので共ዛする

ことは、ま֙最ഷに必要なことでしょう。それができていれば、

多少૱画がᇥஏになっても、ト؞ブルがᄇ生しても、本の

ኬ的と൴らしわせてᄕཉし、፣ࣤᇥに対ࣤすることがで

きます。

本章では、،ロジェクト運営の各ཌॎにおいて行政と現場

ので生じやすいಡのءׯについて、いくつかの፯をみて

きました。立場が違えば،ロジェクトに関わるಡもဴ異

なるでしょう。大โなのはそのことを࿓として、ະ手の立場

を理शしようとဖめ、コミュニケーションの取り方を工ᆍする

ことです。各؏ージの中࣡にఐしたؒイントが、工ᆍをする

ための؇ントとなればஂいです。

ಛ分とは異なる立場の者が持つ౽を想ໂすることは、

芸術活動のあり方についてのශたな౽௶やᄇ想をၜること

にもつながるは֙です。

2018年7~10ଈに実施したイン؈״ューྔ௮にいただいた方yのお

です。なお、സ໔・役ධはྔ௮ಐのものです。

ฃࢠཌྷ （公財）ශঅ౦芸術文化振興財ཆ アーכנンシルශঅ ،ログ؞ムデءטク״ー 

大内ࡲ （公財）ශঅ౦芸術文化振興財ཆ アーכנンシルශঅ ،ログ؞ムט؊ןサー

ጜ๑ञ ケイス؟ーখಠ会社 最高行႞者

ຘᆀഭ子 ዓ、ᆧ༊،ロデューサー

௨ဿጩฬ （公財）ဪੜဒౝ文化財ཆ　アーכנンシルဪੜ ،ログ؞ムט؊ןサー

ਦମ࿇ 文化庁 文化ᆪ 芸術文化課 文化活動振興ಬ ๔ධ

ኪᎬ ࣧᆃ౦ 文化୯અ 文化振興課 施็担ဴ課ྙ（႞ྔ௮ࡿ）

ー ala ྙૺ場ຳၠ״ンװਈ生 可ಋ౦文化ຕ່ࢸ

ఘఞዣႏ 可ಋ౦文化ຕ່װン״ー ala ਰコミュニケーションಬ ྙ

Ꭰੲਟ᎙ 可ಋ౦教ࡿ࡙ࡱ会 教ྙࡱ

ਦ野さつき ཐ大学 文学ᆪ 現代文化コース メデטア芸術๔ 教授

ኪ村ଭᅝ ಒरଡ立ઝ代美術 ᆱྙ

見野ෝ九Ꭴ ಒरଡ ଡኁ生活ᆪ 文化振興課 美のಒर・企画

ਦ村美ᇺ ಒरଡ ଡኁ生活ᆪ 文化振興課 美のಒर・企画

ऀরᎬ 社会福祉法人やまなみ会 やまなみ工ሮ 施็ྙ

野村ว  作આऌ

ષ野ฝ クシ؞ス、アכトサイダー・עュءー״ー

ᯏშᆍ 福ࣰଡ 人づくり・ଡኁ生活ᆪ 文化振興課 企画

ຘဂ作 福ࣰ౦ ૪అ୯文化અ 文化振興ᆪ 文化振興課 文化振興ྙ

ऀ๖ञၼ 福ࣰ౦ ૪అ୯文化અ 文化振興ᆪ 文化振興課 文化振興

このに、文化庁のධ1ࡿ、（公財）福ࣰ౦文化芸術振興財ཆのධ2ࡿの

方yにも֓いただきました。
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各章のഠの基ຉとなった文献です。（URLは2019年2ଈಐ）

À第㕱章

ҒཨᅖࠩӠըࣿॼをֱらく}アート・צア・文化のト؟ロジーթ ෯ฤ社、2013Ⴉ

メؤ؆ンםの㕲つの実に൳をあてながら、コトとしてのࣿॼが人yをט؟クシュアル・マイװ

ントし、関ตにᇥ化をਸֻす組みをነらかにする。ケースス״デטとႡཐ・ケア理Ꭺのፊኜからア

،ローチ。

ғડೱ大ॺײーャؠアートؑ؞ᇨӠըײーャؠアートؑ؞—地域と社会をֱらくթ ෯ዹ社、2018Ⴉ

アートと社会をるସጃのธ理（中村美亜）、アートと文化政策の関わり（大ᦁၮየ）、アートのၗભ化に

関する検討（ྙྥଅࡴᎤ）など、実とෆく関わる研究者やアーטスト18人によるᎪ考やםッװイ。

Ҕ可ಋ౦文化創造״بװーӠ「ྙのᆪࣴיװם�」

 （https://www.kpac.or.jp/kantyou/essay-all.html）
可ಋ౦文化ຕ່װン״ーྙ、ࢸਈ生によるᎪ考。「՞社会包摂՟ਸֲ՞社会包摂能՟について}今

ଢ଼、文化芸術をるうえでのעーؤードとなるශしいॗႪ」、「՞社会包摂はጺ行りସጃ՟というᆊ見ಡ」

などのםッװイが多ૡఐされている。

ҕParliament of Australia. Research Paper ՞Social Inclusion and Social Citizen-
ship: Towards a Truly Inclusive Society՟, 2009.
（https://www.aph.gov.au/About_Parliament/Parliamentary_Departments/Parliamentary_Library/pubs/rp/rp0910/10rp08）

ーロッ؆で๐行した社会包摂に関する政策をຳউし、あるָ؝。ートؒءサーチ؟アਢ会の؟؞ーストן

きౣを࿓示する。

ҖCreative Scotland. ՞Equalities and Diversity՟.
(https://www.creativescotland.com/what-we-do/the-10-year-plan/connecting-themes/equalities-and-diversity)

、ェブサイト。「ᇓ等、多ዻตכの「ンド؞ブ・スコットטイם؟ク」ンシルכנンドのアー؞国スコットࢷ 

包摂」をࡴ的にえるア،ローチにၟ྇がある。ؒ؟シー、ျ૱、事፯ആ、実用ールעットなど。

ౄ考文ଝ

À第㕲章

җྙྥଅ一ᎤӠըᆧ༊のඑのඏ॔ೄ˝境ैから生まれる表現թӠડೱ大ॺഞᄟ会、2018Ⴉ

障害のある人のᆧ༊表現活動ַの؊טールドؤークをもとに、表現が生まれる،ロװスをᅷく。「障

害者」だけでなく、さま֕まな立場の人が共にせめ֍あいながら表現を生みഞしていく「共ᄠต」に

ኬする。

Ҙ文化ྃ「文化芸術෮ුৰ૱画˝文化芸術の「多様なअཏ」を活かして、ቴをつくる（第1期）」
（http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/hoshin/pdf/r1389480_01.pdf）

㕲㕰㕱㕷年ूฝの文化芸術基本法にあわせて策定された基本૱画。㕶つの๗ጸの中には「多ዻなअཏ

のถと包摂的ৄ੩の推進による社会的अཏのඦถ」とነ॰にૡ֑るֺか、社会包摂につながる

文化芸術に関するഠが多みられる。

ҙᆴᆪฝ（ᇨེ）Ӡըඏがփのある人の創作活動˝ಲの現場からթӠあփりഞᄟ、2016Ⴉ

障害のある人の表現について、美術・ࣿॼ・ි表現などの分野におけるຕ作活動のਟ、ຕ作と

᎕支援、作ᆀのᅴअ、ຕ作の場の運営などのト؉ックに分け、実者や研究者たちによるᎪ考がആめ

られている。

Қၟ࿊ᅋࢪጦ活動ሓ人ア״ー・アט؟؈װפ・ネトワーפ

ըૺؒתートיסドפ؋˝౽ॲ・ྐॲඏ॔ೄᇨթ 、2018Ⴉ

（http://ta-net.org/wp-content/uploads/2018/04/guidebook.pdf）

障害ဴ事者からのฤをᆳ広くആめ、ૺ場のバ؟ア؊؟ーやアクװシט؟؈についてのᄇ活動を行

なっているNPOがᇨആした、౽ॲ障害やྐॲ障害のある人のૺ場ඊについてのכハכがさま֕

まなからఐされている。

À第㕴章

қ༭つかさӠըඏがփのある人の創作活動の౪ᅮ作成に関するଞթӠડೱ大ॺშౠᎪ文、2018Ⴉ

（https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_download_md/1931925/design0233.pdf）

障害のある人のຕ作活動をめ֏っては多ዻな見やア،ローチがໜఓする。๔ऌなどַのイン״

ームを࿓示מ؊ット؞،ューを通し、これらのᎪをธ理し、共ዛの実やਢᎪを促進するための؈

する。
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　本ハンドブックは、2018年1ଈから実施された文化庁と九州大学の「文化芸術

による社会包摂のఓり方」に関する共同研究（「文化庁と大学・研究関等との共

同研究事業」）のถऐをもとに、文化庁「大学における文化芸術推進事業」ともᎌ

携しつつฑ作いたしました。

　ハンドブックのฑ作にあたっては、国内外の政策や๐行事፯などのྔ௮にइえ、

2018年7�10ଈにかけて、多の方yにྙಐにわたるイン؈״ューྔ௮を実

施し、課題のธ理とशଂに関する࿓案をౙいました。また、႘本文化政策学会年

次大会のシンؒジכム、大ఙの公्研究会などでは中ถऐをሇெし、多くの方

から重なアドバイスをいただきました。さらに、取り組み事፯の紹介では、各ཆ

の方yにମஜ作ถのをいただきました。この場をೊりて、ॉさまに心より

お፵をしඑ֑ます。

　ハンドブックの内容に関しては、これらのྔ௮ଅऐをもとに、研究チームのメン

バーがःဗもਢᎪを重֬ながら検討してきました。「社会包摂」というྖࣁ的な

౽から社会をえたॗႪ、「芸術」というࡴᄤには๔的とえられるॗႪを、

どのように実現場のସጃにዅするか、また、すでに行われている実をどの

ようにସ化し、૩的にえるかに、多くのਢᎪがᅉやされました。られた

ಐの中では最善をෞくしたつもりですが、ू善が必要なも多yあると思います。 
৷避のない見をᇍかせていただければዛりႍくໜじます。

　次年ဗは、事業や政策のᅴअに൳をあてたハンドブックを行する૱画です。

引き続き、֓支援֓を಄りましたらஂいです。

文化ྃ×ડೱ大ॺ၍ଞチーؕのؖبー

文化ྃ

ྋຘ由৵　 文化庁 དࡰ文化ຕ生本ᆪ ຳউ・政策研究グルー، 研究

ฬಶ്　 文化庁 དࡰ文化ຕ生本ᆪ ຳউ・政策研究グルー، ྔ௮役

ࣜဂࢷဎ　 文化庁 དࡰ文化ຕ生本ᆪ ຳউ・政策研究グルー، チー؊

野中美　 文化庁 དࡰ文化ຕ生本ᆪ ຳউ・政策研究グルー، ス״ッ؊

ડೱ大ॺײーャؠアートؑ؞

中村美亜　 九州大学大学院芸術工学研究院 准教授 ԓ研究代表者、第1章ᅤ担ဴԖ

ྙྥଅࡴᎤ　 九州大学大学院芸術工学研究院 ൃ教 ԓ第2章ᅤ担ဴԖ

村༭つかさ　 九州大学大学院芸術工学研究院 学術研究ࡿ ԓ第4章ᅤ担ဴԖ

本ີ　 九州大学大学院芸術工学研究院 クニנルス״ッ؊

アドיー

大ᦁၮየ　 （খ）ニッװイ基ຉ研究സ 芸術文化،ロジェクトಬ ႞研究ࡿ

内　 NPO法人ドルؗ 代表理事

ဂཔౝ　 NPO法人ドルؗ 事ኃઅྙ ԓ第3章ᅤ・ᇨആ担ဴԖ

事ኃઅ

ᢽஷၽ　 NPO法人ドルؗ ス״ッ؊ ԓ第3章ᅤ・ᇨആ担ဴԖ

文化庁 × 九州大学 共同研究チーム 研究代表者

九州大学大学院芸術工学研究院 准教授

中村　美亜

⼑
⽖
⽑
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は֗׀てのӠ“社会ህๅ×文化芸術”Ӡبドפ؋

一人ֱとりに向きあփに生きる社会をつくる

ᄇ行႘ 2019年3ଈ29႘

ᇨ 文化庁×九州大学 共同研究チーム　（研究代表者 中村美亜）

ᅤ 中村美亜、ྙྥଅࡴᎤ、村༭つかさ、NPO法人ドルؗ

ᇨആ NPO法人ドルؗ

デザイン ྙቨஷද

共௹ 公ࢽ財ཆ法人福ࣰ౦文化芸術振興財ཆ

ଢ଼援 ႘本アートマジメント学会九州ᆪ会

ൃถ ᇓถ30年ဗ 文化庁 大学における文化芸術推進事業

ᄇ行 九州大学大学院芸術工学研究院ᆣ໔ײーシؘルアートؑ؞

 Æ815-8540 福ࣰ౦ႊતࣜମ4-9-1
 http://www.sal.design.kyushu-u.ac.jp/

・本ハンドブックは、文化庁と大学・研究関等との共同研究事業「文化芸術による社会包摂のఓり方」の

　研究ถऐに基づいています。

・本ハンドブックの PDFᄟは、以ऀのURLよりダכンロードできます。

　http://www.sal.design.kyushu-u.ac.jp/publications.html
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